
  
 
 
 
 
 
 
 

アレルギー児を受け入れる園や学校の先生方へ 

 

アレルギー疾患を持つ乳幼児・児童生徒が増えています。また、エピペン(アドレナリン自己注

射器)を携帯するなど症状は重篤化しています。厚生労働省や文部科学省から、アレルギー対応

に関するガイドラインが出ていますが、園や学校ではどのように活用されていますか? 

本講演では、岩手医科大学付属病院・県立大船渡病院で日々アレルギー児の治療をすすめて

いる小児科医が、わかりやすく、園や学校でのアレルギー対応について、また、家庭や医療

機関との連携について解説をします。また、講演会終了後、「個別相談会」も行います。

この機会を是非ご利用ください。 

 
 

 

講師  佐々木 朋子 先生  

岩手医科大学付属病院 小児科学講座 / 県立大船渡病院・アレルギー外来担当 

テーマ「園や学校でのアレルギー対応 

        ～医療機関や家庭との連携～」 

日時 5 月 17 日（日）午前 10:00～12:00    講演会 

午後  12:30～14:30   個別相談会(予約制) 

担当医:佐々木朋子先生・渕向 透先生 

会場  大船渡市 総合福祉センター 大会議室 

 

＜ご注意＞ 講演会・個別相談会・託児希望の方は会場準備の都合上、 

必ず予約をお願いします。（裏面参照） 

   主催 認定ＮＰＯ法人アレルギー支援ネットワーク 

事務局(大船渡)  子育てサポーター「スマイル」 

                                       代表 村上トメ子 TEL ０９０－７０６５－８１７１ 

                                       FAX  ０１９２-２６-２９０８ 

* 「アレルギー講演会」は、県立大船渡病院小児科（渕向透先生）と認定ＮＰＯ法人アレルギー支援ネットワークが 

大船渡市、陸前高田市をはじめ関係機関等のご協力を得て行うものです。 

 

* 本事業は、赤い羽根「災害ボランティア・NPO 活動サポート募金」の助成を受けて実施しています 
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